
国分寺マンションビラ配布弾圧事件

ビラ配布・知る権利、知らせる権利を守るため、

早期不起訴をかちとる運動へ全国からのご支援を！

日本国民救援会東京都本部

日本国民救援会三多摩総支部

ビラ配布･知る権利､知らせる権利を守る国分寺の会

連絡先　〒190-0021 立川市羽衣町２－２９－１２

　　　　日本国民救援会三多摩総支部

　　　　ＴＥＬ／ＦＡＸ 042(524)1532

全国大会成功をめざす皆様のご奮闘に敬意を表します。

さて、救援新聞既報のとおり、さる５月１８日、幸野おさむ国分寺市議会議員が市内のマンション集合ポストに「市議会報告」ビラを配布していたところ、住民と名乗る男性の訴えをきっかけに小金井警察署に連行される事件が発生しました。現在、東京地検八王子支部に書類送検され、国民救援会国分寺支部を中心に旺盛な不起訴闘争をたたかっています。

現場の集合ポストはオートロックのドアの外側にあり、日常的に様々な営業用や政党のビラが配布されています。オートロックの内側に入ったわけでもなく、わずか数十秒、ビラ配布のために平穏に立ち入ることが「住居侵入罪」になるなど非常識な話です。

しかも、配布されていた「市議会報告」は、市の予算で作成されたもので、住民から選挙で選ばれた市議会議員が、住民にその活動を報告する文書を配布することは地方自治を実現する上で当然の行為です。

そもそも「事件」は、たった一人の男性の訴えを小金井警察署が恣意的にとりあげ、作りあげたものであり、このような理不尽な「捜査」を許すことはできません。

これは日本国憲法が「一切の言論表現の自由はこれを保障する」（21条）とした言論の自由を侵害し、また、情報の受け手である住民の知る権利をも侵害するものです。

７月５日には葛飾ビラ配布事件の荒川庸生さんを迎えて「ビラ配布・知る権利、知らせる権利を守る国分寺の会」結成総会を行い、早期の不起訴をかちとるために東京地検への働きかけを急速に盛り上げようと考えています。

つきましては、別紙、団体署名につき全国的なご支援をいただきたく、お願い致します。
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